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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本研究は、１歳 6か月児健康診査（以下、健診）時点での生活習慣、育児環境、う蝕活動

性試験結果などが、３歳児健診でのむし歯の発生にどう影響するかを調査したコホート研

究である。神戸市保健所にて 1歳 6か月児歯科健診を受け、約 21か月後の 3歳児健診にお

いて、再び歯科健診を受けた子ども 33,655人を研究対象とした。1歳 6か月児健診でむし

歯がある 622人を除外、また、データの不備がある 1,831人を除外したため、全部で 31,202

人（16,052人男児、15,150人女児）を分析した。多変量解析の結果、甘味食品・甘味飲料

の摂取回数が多い、仕上げ磨きをしない、フッ化物塗布経験がない、家族に喫煙者がいる児

は、むし歯のリスク要因であることが分かった。特に、寝る時間が遅い児は、むし歯が発生

することが明らかとなった。睡眠・覚醒リズムおよび就寝前の甘味食品の摂取などの影響が

あるのかなど、むし歯ができる理由については、今後さらなる調査が必要である。
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